
明
治
維
新
後
の
熊
谷
家

│
│
鳩
居
堂
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
史
料
│
│

小

林

丈

広

は
じ
め
に

│
「
仁
風
」
を
め
ぐ
る
研
究
状
況
│

筆
者
が
、
近
世
中
期
か
ら
都
市
社
会
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
「
仁
風
の
思
想
」
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
こ
十
年
程
の
こ

と
で
あ
る
。
戦
後
歴
史
学
の
展
開
の
中
で
、
百
姓
一
揆
や
打
ち
こ
わ
し
の
よ
う
な
人
民
闘
争
（
民
衆
運
動
）
に
対
す
る
関
心
が
強
か
っ
た

時
期
に
は
、
庄
屋
や
町
年
寄
な
ど
の
取
り
組
み
に
対
す
る
評
価
は
必
ず
し
も
高
く
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
近
年
は
、
近
世
後
期
の
国
訴
や
郡

中
議
定
の
研
究
の
深
化
、
都
市
に
お
け
る
町
会
所
研
究
な
ど
の
進
展
を
契
機
に
、
庄
屋
・
大
庄
屋
や
町
年
寄
ら
の
合
法
的
な
活
動
も
民
衆

運
動
の
一
部
と
し
て
再
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
庄
屋
・
大
庄
屋
ら
の
活
動
の
中
に
こ
そ
、
そ
の
後
の
地
域
社
会
の
運
営

に
影
響
を
与
え
、
ま
た
継
承
さ
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
含
ま
れ
る
と
い
う
積
極
的
な
問
題
意
識
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
二
〇
〇

〇
年
頃
か
ら
の
筆
者
の
問
題
関
心
と
も
重
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
農
村
部
の
庄
屋
層
の
動
向
に
関
連
す
る
も
の

で
あ
り
、
都
市
部
の
研
究
は
決
し
て
多
く
は
な
か
っ
た
⑴
。

大
庄
屋
や
町
年
寄
の
動
向
に
着
目
す
る
の
は
、
日
本
に
お
け
る
近
代
社
会
の
形
成
を
考
え
る
上
で
も
意
義
が
あ
る
。
幕
藩
体
制
下
で
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は
、
政
治
や
公
共
事
業
の
主
導
権
を
幕
藩
領
主
層
、
す
な
わ
ち
武
士
身
分
が
握
っ
て
い
た
が
、
そ
う
し
た
制
約
の
も
と
で
も
、
農
民
は
村

政
運
営
や
治
水
、
勧
農
、
道
路
修
繕
な
ど
を
通
じ
て
政
治
経
験
を
積
み
重
ね
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
地
域
社
会
に
お
い
て
は
す
で
に
農
民

が
公
共
性
を
担
う
存
在
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
明
治
維
新
を
経
て
も
、
多
く
の
地
域
で
自
治
と
行
政
運
営
を
担
う
こ
と
が
で
き
た
理
由

で
あ
ろ
う
。
筆
者
な
り
の
と
ら
え
方
か
ら
い
え
ば
、
大
庄
屋
や
町
年
寄
は
近
世
に
お
け
る
支
配
身
分
で
あ
る
武
士
身
分
で
は
な
か
っ
た
か

ら
こ
そ
、
明
治
維
新
に
よ
る
身
分
制
度
の
解
体
に
も
動
揺
す
る
こ
と
な
く
対
応
で
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
人
々
の
近
世
に
お
け

る
公
共
性
理
解
を
、
実
情
に
即
し
て
解
明
す
る
こ
と
が
、
そ
の
後
の
社
会
を
考
え
る
上
で
も
重
要
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
う
し

た
研
究
状
況
の
中
で
も
、
農
村
部
に
比
べ
て
都
市
を
対
象
と
す
る
研
究
は
遅
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
享
保
の
飢
饉
へ
の
対
応
の
中

か
ら
生
ま
れ
、
幕
末
ま
で
町
人
の
間
で
受
け
継
が
れ
た
「
仁
風
の
思
想
」
に
着
目
し
、
そ
の
展
開
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
⑵
。

こ
れ
ま
で
の
考
察
の
中
で
筆
者
が
注
目
し
た
の
は
、
近
世
中
期
よ
り
京
都
の
下
本
能
寺
前
町
で
筆
墨
香
具
商
鳩
居
堂
を
営
む
熊
谷
家
で

あ
る
。
近
世
初
期
以
来
の
上
層
町
人
で
は
な
く
、
中
期
以
降
に
台
頭
し
な
が
ら
、
飢
饉
の
際
の
救
済
活
動
な
ど
公
共
的
事
業
を
積
極
的
に

担
う
こ
と
で
、
京
都
町
人
社
会
の
中
で
の
地
位
を
確
立
し
て
き
た
熊
谷
家
は
、
現
在
も
近
世
以
来
の
居
住
町
で
商
売
を
続
け
て
い
る
。
ま

た
同
家
は
、
熊
谷
直
恭
に
よ
る
天
保
の
飢
饉
の
際
の
救
済
の
記
録
、
熊
谷
直
孝
に
よ
る
明
治
維
新
期
の
記
録
な
ど
を
伝
え
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
資
料
を
通
じ
て
「
仁
風
の
思
想
」
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
転
換
期
の
都
市
社
会
を
考
え
る
上
で
、

格
好
の
対
象
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
、
熊
谷
直
孝
は
一
八
七
五
年
に
死
去
す
る
。
家
業
は
後
継
者
直
行
に
受
け
継
が
れ
る
が
、
行
政
や
公
共
的
業
務
に
つ
い
て
は

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
身
分
制
社
会
の
解
体
は
、
こ
れ
ま
で
武
士
が
家
職
と
し
て
継
承
し
て
き
た
行
政
シ
ス
テ
ム
を
破
壊
し
、
町
人
に
そ
れ

を
委
ね
る
が
、
選
挙
制
度
な
ど
が
定
着
し
て
い
な
い
こ
の
時
期
に
は
、
経
済
的
な
実
力
や
心
学
講
舎
な
ど
文
化
活
動
に
お
け
る
貢
献
度
な

ど
の
ほ
か
、
共
同
体
内
部
の
格
式
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
絡
ま
り
合
っ
て
、
そ
の
担
い
手
は
決
ま
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
⑶
。
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言
い
換
え
れ
ば
、
熊
谷
家
の
後
継
者
が
公
共
的
業
務
の
担
い
手
と
し
て
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
当
事
者
個
人
の
信
望
や
実
績
が
不
可
欠

で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
八
七
五
年
以
降
の
京
都
と
い
う
都
市
の
行
政
や
公
共
的
業
務
の
継
承
に
つ
い
て
は
、
熊
谷
家
を
対
象
と
す
る
だ

け
で
は
十
分
に
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
一
八
七
五
年
以
降
の
行
政
や
公
共
的
事
業
の
担
い

手
と
し
て
、
杉
浦
利
貞
や
竹
村
藤
兵
衛
、
中
村
栄
助
な
ど
に
着
目
し
、
そ
の
継
続
性
に
つ
い
て
論
理
的
に
説
明
を
し
て
き
た
の
で
あ
る
⑷

た
だ
、
熊
谷
直
行
に
つ
い
て
も
、
明
治
維
新
前
後
に
、
京
都
の
小
学
校
設
立
の
建
議
に
参
画
し
た
と
の
伝
承
が
あ
り
、
京
都
の
行
政
や

公
共
的
事
業
に
果
た
し
た
役
割
は
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
⑸
。
そ
こ
で
、
小
文
で
は
直
孝
死
後
の
直
行
の
活
動
に
注
目
し
、
そ
の

一
端
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
、
熊
谷
直
行
の
こ
と

熊
谷
家
の
現
当
主
純
三
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
直
恭
以
降
の
熊
谷
家
は
次
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
る
⑹
。

天
保
の
飢
饉
の
際
の
救
済
活
動
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
直
恭
は
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
一
一
月
一
〇
日
に
生
ま
れ
、
安
政
六

年
九
月
六
日
に
コ
レ
ラ
患
者
の
救
療
活
動
の
最
中
死
亡
す
る
。
妻
は
二
度
に
わ
た
り
近
江
国
浅
井
郡
曽
根
村
（
曽
根
寺
）
の
西
岡
家
か
ら

迎
え
、
最
初
に
迎
え
た
姉
の
死
後
、
後
妻
と
し
て
妹
竹
子
と
結
婚
す
る
。
直
恭
と
竹
子
と
の
間
の
子
直
孝
は
、
文
化
一
四
年
（
一
八
一

七
）
六
月
一
八
日
に
生
ま
れ
、
直
恭
の
死
後
家
督
を
相
続
す
る
が
、
そ
の
前
に
直
恭
の
弟
直
留
（
寛
政
一
二
年
〜
天
保
八
年
一
二
月
一
一

日
）、
直
恭
の
娘
婿
直
利
（
文
化
一
〇
年
〜
安
政
二
年
一
二
月
二
五
日
）
が
一
旦
家
業
を
継
い
だ
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
直
恭
よ
り
も
先

に
死
亡
し
た
た
め
、
結
局
、
直
孝
が
嗣
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
鳩
居
堂
で
は
、
直
恭
は
四
代
目
、
直
孝
は
七
代
目
と
さ
れ
て
い
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る
。文

政
三
年
一
月
一
八
日
生
ま
れ
の
か
う
（
こ
う
、
直
孝
の
妹
）
と
直
利
の
間
に
は
、
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
六
月
八
日
生
ま
れ
の

直
行
が
い
た
。
直
孝
は
、
子
が
な
か
っ
た
た
め
か
、
明
治
二
年
に
直
行
に
家
督
を
譲
る
。
こ
れ
は
、
直
孝
が
大
年
寄
に
就
任
し
、
天
皇
東

幸
に
も
供
奉
し
た
年
で
あ
る
。
直
孝
は
そ
の
後
も
京
都
博
覧
会
な
ど
に
従
事
し
た
後
、
一
八
七
五
年
（
明
治
八
）
二
月
三
日
に
没
し
た
。

直
孝
死
後
名
実
と
も
に
鳩
居
堂
の
当
主
と
な
っ
た
直
行
は
、
一
八
八
〇
年
（
明
治
一
三
）
八
月
一
三
日
、
子
の
直
之
（
妻
乙
女
と
の
間

の
子
）
に
家
督
を
譲
る
。
一
八
七
六
年
一
〇
月
一
〇
日
に
生
ま
れ
た
直
之
は
、
こ
の
時
ま
だ
三
歳
と
い
う
幼
児
で
あ
る
。
こ
の
事
情
に
つ

い
て
は
、
後
述
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
一
八
八
〇
年
五
月
一
〇
日
に
は
直
恭
の
妻
竹
子
が
死
去
し
て
お
り
、
こ
の
年
は
鳩
居
堂
に
と
っ
て

も
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
。
直
行
に
は
他
に
、
弟
平
三
、
娘
婿
信
吉
ら
が
お
り
、
そ
の
活
動
が
知
ら
れ
る
が
、
小
文
で
は
割
愛
す
る
。
直

之
は
そ
の
後
、
神
田
香
巌
の
娘
で
喜
一
郎
の
姉
里
子
と
結
婚
し
た
。
直
行
は
一
九
〇
七
年
三
月
一
七
日
、
直
之
は
一
九
七
三
年
七
月
一
四

日
に
亡
く
な
る
が
、
鳩
居
堂
は
直
之
の
子
ら
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
る
⑺
。

二
、
家
業
鳩
居
堂
の
継
承
者
と
し
て

天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
生
ま
れ
の
熊
谷
直
行
は
、
直
孝
が
死
去
し
た
一
八
七
五
年
に
は
三
十
歳
代
前
半
で
あ
り
、
家
業
の
継
承
者

と
し
て
は
十
分
な
年
齢
で
あ
っ
た
が
、
都
市
行
政
や
公
共
的
業
務
に
関
し
て
は
、
小
学
校
や
博
物
館
の
運
営
な
ど
で
す
で
に
実
績
の
あ
る

町
人
ら
を
押
し
の
け
て
ま
で
、
そ
れ
ら
を
担
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
、
直
孝
死
後
、
熊
谷
家
が

目
立
た
な
く
な
る
こ
と
に
さ
し
て
疑
問
を
感
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
一
八
九
〇
年
代
に
な
る
と
、
熊
谷
直
行
の
活
動
が
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
十
数
年
間
は
、
目
立
た
な
い
な
が
ら
も
公
共
的
業
務
の
実
績
を
積
ん
で
い
る
と
推
測
し
て
い
た
の
で
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あ
る
。

直
孝
死
後
、
直
行
が
家
業
で
あ
る
筆
墨
香
具
商
鳩
居
堂
の
経
営
に
尽
力
し
て
い
た
こ
と
は
、
次
の
史
料
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
。
い
ず
れ

も
一
八
七
七
年
か
ら
一
八
七
八
年
に
か
け
て
、
三
条
実
美
が
京
都
府
知
事
槇
村
正
直
に
対
し
て
送
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
⑻
。

①
槇
村
正
直
宛
三
条
実
美
書
簡

両
度
之
芳
翰
落
手

忝
披
閲
仕
候
、
先
以
厳

寒
之
砌
、
倍
健
康
奉

職
遙
賀
之
至
ニ
存
候
、

鳩
居
堂
直
行
義
も
早
速

上
京
香
方
相
授
、
大

慶
仕
候
、
猶
従
当
人

直
聴
有
之
度
候
、
薫
香

之
義
も
遊
戯
之
物
ニ
ハ

候
得
共
、
数
百
年
来
之

伝
方
湮
滅
候
も
遺
憾

之
次
第
、
幸
鳩
居
堂
先
代

よ
り
篤
志
之
者
故
、
此
度
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相
伝
、
永
く
製
方
ヲ
伝

候
得
ハ
、
亦
風
流
之
一
奇

事
歟
と
存
候

香
炉
之
事
、
早
速
下
絵

被
相
廻
忝
存
候
、
朱
圏
点
付

置
候
通
申
付
有
之
度
候
、

博
物
館
額
并
足
下
付

嘱
之
揮
毫
ハ
猶
来
場

相
認
差
送
可
申
と
存
候
、

幸
便
回
答
旁
一
筆

奉
呈
候
也

十
二
月
廿
七
日梨

堂

龍
山
人
足
下

二
伸
、
時
下
寒
冷
相
募

折
角
加
護
専
祈
候
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②
槇
村
正
直
宛
三
条
実
美
書
簡

暖
和
相
催
候
処
益

清
適
大
賀
之
至
ニ
存
候
、

過
般
熊
谷
直
行

上
京
、
家
伝
之
薫
物

新
製
出
来
、
至
極

精
練
欣
然
之
事
ニ
存
候
、

昨
冬
来
右
薫
物
伝

授
候
ニ
付
、
足
下
ニ
も
彼

是
手
数
相
掛
候
処
、

懇
切
取
計
感
謝

仕
候
、
薫
物
之
義
ハ

百
年
已
来
者
有
名

無
実
ニ
て
製
造
も
不
仕
候

処
、
此
度
鳩
居
堂
精

製
、
当
家
祖
先
已
来
之
伝

方
、
実
物
ニ
験
し
、
家

方
無
類
之
配
剤
之
由
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頗
感
悦
仕
候
事
ニ
候
、

猶
此
度
献
香
ニ
付
、

御
製

ニ

皇
后
之
御
詠
を
も
頂

戴
仕
り
、
薫
香
一
層

之
名
誉
を
増
り
、
甚

感
喜
仕
候
、
右
ニ
付
歌

集
編
纂
、
近
日
出

来
候
て
、
笑
覧
ニ
呈
し

可
申
と
存
候
、
当
年
ハ
其
地

博
覧
会
も
余
程
盛
大

之
趣
ニ
成
り
、
足
下
尽
力

之
事
と
相
察
申
候
、

右
乍
荒
凉
鳩
居
堂

帰
京
之
便
ニ
托
し

一
筆
差
進
申
候
、
最

早
花
時
、
東
山
之
景

況
客
年
之
遊
観
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を
想
像
、
風
流
の
癖

難
相
除
候
、
一
笑
一
笑
、

先
者
恐
々
如
此
候
也

三
月
廿
二
日

実
美

槇
村
知
事
正
直
殿

文
書
①
は
、
三
条
実
美
が
家
伝
薫
香
の
製
法
を
熊
谷
直
行
に
伝
授
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
後
半
で
記
さ
れ
る
「
博
物
館
額
」

と
は
、
一
八
七
七
年
一
二
月
一
二
日
に
槇
村
府
知
事
が
三
条
に
依
頼
し
た
京
都
博
物
館
扁
額
の
揮
毫
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
書

状
も
同
年
一
二
月
二
七
日
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
文
書
②
に
は
「
昨
冬
来
右
薫
物
伝
授
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
翌

一
八
七
八
年
三
月
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
を
皇
后
に
献
香
し
た
と
こ
ろ
、
和
歌
を
下
賜
さ
れ
た
と
い
う
。
す
な
わ

ち
、
こ
の
二
点
の
文
書
は
、
鳩
居
堂
に
三
条
家
伝
来
の
薫
香
の
製
法
が
伝
授
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

『
明
治
天
皇
紀
』
は
、
こ
の
出
来
事
に
関
し
、
一
八
七
七
年
一
二
月
一
五
日
の
こ
と
と
し
て
「
太
政
大
臣
三
条
実
美
、
黒
方
と
号
す
る

伝
家
の
薫
香
を
献
り
、
添
ふ
る
に
表
文
・
家
記
及
び
歌
一
首
を
以
て
す
」
と
記
し
て
お
り
、
鳩
居
堂
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
文

書
②
に
「
御
製

ニ
皇
后
之
御
詠
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
一
件
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
⑼
。

鳩
居
堂
で
は
、
こ
の
一
件
に
つ
い
て
、
一
八
七
七
年
に
「
直
恭
以
来
の
社
会
奉
仕
や
国
事
事
業
へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
、
八
代
目
熊
谷

直
行
は
、
太
政
大
臣
三
条
実
美
公
よ
り
、
九
〇
〇
年
来
伝
承
さ
れ
て
き
た
「
宮
中
御
用
の
合
せ
香
」
の
秘
方
を
す
べ
て
伝
授
さ
れ
」
た
と

伝
承
さ
れ
て
い
る
⑽
。
一
九
一
四
年
に
撮
影
さ
れ
た
鳩
居
堂
店
内
の
写
真
に
は
、「
宮
内
省
御
用
薫
香
筆
墨
」
と
大
書
さ
れ
た
看
板
が
掛
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か
っ
て
い
る
が
、
鳩
居
堂
と
宮
中
と
の
関
係
は
、
こ
う
し
た
三
条
家
の
配
慮
な
ど
を
き
っ
か
け
に
、
明
治
以
降
に
深
ま
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
⑾
。

三
、
公
共
的
業
務
へ
の
た
め
ら
い

と
こ
ろ
で
、
近
年
の
調
査
で
明
ら
か
と
な
っ
た
熊
谷
直
行
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
直
行
は
公
共
的
業
務
を
意
識
的
に
避
け
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
以
下
に
そ
の
該
当
箇
所
を
引
用
さ
せ
て
頂
き
た
い
⑿
。

特
筆

吾
家
、
名
望
ノ
割
合
ニ
ハ
常
ニ
収
額
少
く
遺
憾
ト
セ
リ
、
且
ツ
先
考
御
在
世
中
維
新
ノ
際
ニ
交
シ
国
恩
ノ
万
分
ヲ
報
ス
ル
ノ
精
神
ニ

起
因
シ
、
志
士
ニ
補
助
シ
、
或
ハ
公
共
ノ
コ
ト
ヲ
金
銀
ヲ
義
捐
セ
ラ
ル
コ
ト
実
ニ
家
格
ノ
不
相
当
ト
言
モ
可
ナ
リ
、
因
テ
逝
去
後
概

ね
七
八
千
円
ノ
外
債
ア
リ
、
然
レ
ト
モ
不
動
産
・
動
産
等
ハ
皆
前
代
ノ
所
有
ヲ
欠
カ
ス
、
現
存
ア
リ
レ
ハ
子
孫
ヲ
遠
く
思
慮
セ
ラ
レ

シ
ナ
リ
、
シ
カ
ア
レ
ト
モ
毎
年
必
ス
六
七
円
ノ
金
員
ヲ
利
子
ノ
為
ニ
消
亡
ス
ル
ハ
恐
ル
ヘ
キ
コ
ト
ニ
テ
昼
夜
心
痛
止
ム
ナ
シ

回
顧
ス
レ
ハ
明
治
八
年
後
維
新
戦
後
ノ
勢
ヲ
以
テ
上
下
一
般
奢
侈
贅
沢
ノ
悪
風
ニ
変
シ
、
家
屋
・
衣
装
・
交
際
ノ
消
費
多
キ
ヲ
以
テ

人
ニ
誇
ル
ノ
時
態
、
随
テ
出
納
上
年
々
不
足
ヲ
生
実
、
恐
慌
ノ
思
ヲ
ナ
ス
、
因
テ
吾
身
ヲ
慎
ミ
、
家
格
名
望
ノ
如
何
ニ
係
ラ
ス
専
ラ

営
業
ノ
一
向
ニ
全
力
ヲ
尽
シ
、
交
際
ノ
浪
費
ヲ
厭
テ
先
ツ
戸
主
ノ
名
義
ヲ
幼
稚
ノ
久
三
（
直
之
）
ニ
譲
リ
、
公
共
ノ
事
業
ヲ
窃
ニ
禁

シ
、
名
誉
職
ノ
無
実
ヲ
避
ケ
聊
以
他
ヲ
顧
サ
ル
コ
ト
茲
ニ
十
八
年
ナ
リ

去
廿
三
年
国
会
議
院
開
設
議
院
撰
挙
ト
ナ
リ
シ
ヨ
リ
、
議
員
素
ヨ
リ
一
区
一
町
ノ
役
員
ニ
至
ル
迄
挙
テ
撰
ニ
当
ラ
ン
コ
ト
ヲ
熱
望
ノ
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余
リ
、
軽
操
家
ヲ
顧
サ
ル
人
物
ハ
幾
千
金
或
ハ
幾
百
円
ヲ
投
シ
テ
同
志
知
識
ニ
運
動
ヲ
依
頼
ス
ル
ノ
狂
暴
家
ヲ
生
出
セ
リ

﹇
マ
マ
﹈

茲
ニ
深
ク
考
ル
ア
レ
ハ
、
益
勉
強
シ
専
心
家
業
ニ
力
ヲ
尽
シ
、
又
将
来
ヲ
慮
リ
別
家
ヲ
以
テ
協
議
人
ノ
織
組
ヲ
建
テ
卯
兵
衛
・
□

源
二
郎
・
友
七
一

致
協
和
、
内
外
ノ
経
済
ヲ
巌
ニ
家
則
ヲ
製
シ
、
四
月
之
ヲ
発
布
ス
、
以
後
家
風
益
硬
強
ト
ナ
レ
リ

顧
ニ
吾
生
既
ニ
五
十
才
ニ
及
ヒ
、
未
タ
社
会
公
共
ノ
事
業
ニ
係
セ
ス
、
常
ニ
吾
家
先
代
ノ
家
風
ヲ
考
ヘ
聊
恥
ル
ノ
私
情
ア
リ
、
或
人

云
、
余
リ
引
込
思
案
ニ
テ
ハ
利
己
主
義
ノ
卑
劣
人
ト
シ
、
家
格
上
人
ニ
譏
ル
ヲ
受
ル
云
々
ノ
忠
告
ア
リ

彼
是
ヲ
考
、
春
弁
才
天
尊
ニ
祈
念
シ
、
少
シ
ク
社
会
ノ
交
際
ヲ
開
カ
ン
コ
ト
ヲ
計
画
セ
リ

本
月
十
五
日
知
事
千
田
氏
ノ
依
嘱
ア
リ
、
千
百
年
紀
念
祭
ノ
発
起
人
ト
ナ
ル
、
又
本
日
本
組
内
五
七
名
ノ
懇
請
ニ
ヨ
リ
学
校
改
革
ノ

発
起
人
ト
ナ
ル
、
少
シ
ク
交
際
ヲ
開
ケ
ハ
追
々
都
下
ノ
人
士
ト
交
リ
益
友
良
友
ヲ
得
ル
ヲ
喜
フ

吾
家
先
祖
ヨ
リ
代
々
吉
事
ヲ
得
ハ
多
く
ハ
己
亥
ノ
日
ニ
当
ル
ヲ
聞
ク
、
是
天
尊
ノ
御
加
護
ナ
リ
、
今
考
ル
ニ
十
五
日
知
事
ノ
嘱
、
亦

本
日
組
内
ノ
嘱
依
者
共
ニ
亥
ノ
日
ナ
リ
、
因
テ
憶
フ
ニ
天
尊
并
ニ
家
祖
ノ
諭
道
ニ
出
ル
歟
、
然
ハ
交
際
ヲ
開
ハ
家
祖
ノ
指
示
ト
シ
、

随
テ
久
三
・
直
次
・
信
吉
等
ノ
名
望
上
遠
ク
補
翼
ニ
当
ラ
ン
ト
、
疾
病
薄
弱
ノ
身
体
ヲ
以
テ
、
此
期
ニ
当
、
先
代
ノ
報
恩
、
子
孫
長

久
ノ
為
ニ
尽
ス
ノ
決
心
ナ
リ
、
他
日
ノ
記
念
参
考
ニ
思
ひ
ノ
儘
燈
火
ニ
記
ス
、
夜
十
二
時
ヲ
過
タ
リ

お
そ
ら
く
、
一
八
九
二
年
一
一
月
二
七
日
の
夜
に
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
の
「
特
筆
」
は
、
直
孝
死
後
の
熊
谷
家
の
状
況
、
そ
れ

に
対
処
す
る
た
め
の
直
行
の
苦
労
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
熊
谷
家
が
直
恭
か
ら
受
け
継
ぎ
、
と
く
に
明
治
維
新
に
も
関
与
す
る
中
で
直
孝
が
築
き
上
げ
た
名
望
は
、
同
家
の
家

業
に
照
ら
せ
ば
過
大
な
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
負
債
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
負
債
は
、
幕
末
に
お
い
て
、
公
共
的
業

務
だ
け
で
な
く
尊
王
攘
夷
派
志
士
へ
の
支
援
な
ど
政
治
活
動
に
も
乗
り
出
し
て
い
た
直
孝
の
時
代
に
大
き
く
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
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直
恭
が
直
孝
に
家
業
を
継
が
せ
る
こ
と
を
た
め
ら
っ
た
と
の
伝
承
と
も
符
合
す
る
。
い
わ
ば
、
直
恭
の
杞
憂
は
あ
た
っ
た
の
で
あ
り
、
維

新
期
に
は
そ
の
名
望
と
は
裏
腹
に
、
鳩
居
堂
の
経
営
は
危
機
的
な
状
況
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
家
業
を
継
承
し
た
直
行
は
、「
吾
身
ヲ
慎
ミ
、
家
格
名
望
ノ
如
何
ニ
係
ラ
ス
専
ラ
営
業
ノ
一
向
ニ
全
力
ヲ
尽
シ
」、「
浪
費
」
を

避
け
る
た
め
に
幼
少
の
直
之
に
家
督
を
譲
る
。「
浪
費
」
の
中
に
は
文
字
通
り
の
遊
興
も
含
ま
れ
る
だ
ろ
う
が
、
直
恭
・
直
孝
ら
が
熱
心

に
参
画
し
た
文
化
人
と
の
交
流
や
公
共
的
業
務
へ
の
出
資
な
ど
も
含
む
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
幼
少
の
当
主
で
は

不
可
能
な
事
柄
で
あ
り
、
直
行
は
形
式
的
に
隠
居
す
る
こ
と
で
対
外
活
動
を
自
粛
し
た
の
で
あ
る
。「
公
共
ノ
事
業
ヲ
窃
ニ
禁
シ
」
と
は
、

熊
谷
家
に
期
待
さ
れ
、
公
共
的
業
務
が
あ
れ
ば
何
か
と
勧
誘
さ
れ
、
そ
れ
を
固
辞
す
る
こ
と
も
困
難
だ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
そ

こ
で
、
表
立
っ
て
そ
れ
ら
を
忌
避
す
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
た
め
、
幼
少
の
当
主
を
表
に
立
て
て
、
勧
誘
を
避
け
た
の
で
あ
る
。「
名
誉

職
ノ
無
実
ヲ
避
ケ
」
と
は
、
直
行
の
本
音
を
う
か
が
わ
せ
る
が
、
こ
の
自
粛
期
間
は
実
に
十
八
年
間
に
及
ん
だ
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
直
行
が
早
々
に
家
督
を
継
嗣
に
譲
っ
た
理
由
も
明
ら
か
と
な
る
。
直
行
に
と
っ
て
は
、
一
八
九
〇
年
か
ら
始
ま
る
国

会
開
設
（
衆
議
院
の
創
設
）
も
、「
議
員
素
ヨ
リ
一
区
一
町
ノ
役
員
ニ
至
ル
迄
挙
テ
撰
ニ
当
ラ
ン
コ
ト
ヲ
熱
望
ノ
余
リ
、
軽
操
家
ヲ
顧
サ

ル
人
物
ハ
幾
千
金
或
ハ
幾
百
円
ヲ
投
シ
テ
同
志
知
識
ニ
運
動
ヲ
依
頼
ス
ル
ノ
狂
暴
家
ヲ
生
出
セ
リ
」
と
い
っ
た
、
騒
々
し
い
他
人
事
で
し

か
な
か
っ
た
。
熊
谷
家
は
、
当
主
が
幼
少
で
あ
る
た
め
、
納
税
額
に
か
か
わ
ら
ず
選
挙
権
は
な
か
っ
た
の
で
、
選
挙
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
か

ら
も
無
縁
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
直
行
の
努
力
は
、
熊
谷
家
に
期
待
す
る
人
々
か
ら
「
利
己
主
義
ノ
卑
劣
人
」
と
の
批
評
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
家
業
再
建
が
軌
道
に
乗
り
始
め
る
と
、
直
行
に
も
世
評
が
気
が
か
り
に
な
り
始
め
た
こ
と
が
、
文
面
か
ら
も
う
か
が
え

る
。
直
行
に
と
っ
て
、
一
八
九
二
年
は
そ
の
よ
う
な
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
直
行
が
勧
誘
に
応
じ
た
の
が
、
平
安
遷
都
紀
念
祭
の
発
起

人
で
あ
る
。
直
行
は
、
衆
議
院
議
員
選
挙
の
よ
う
な
「
狂
暴
家
」
の
運
動
と
は
異
な
り
、
平
安
遷
都
紀
念
祭
の
発
起
人
を
よ
り
公
共
性
の

明治維新後の熊谷家 ― ４８０ ―



高
い
活
動
で
み
な
し
た
の
で
あ
ろ
う
⒀
。
ま
た
、
こ
の
頃
よ
り
、
か
つ
て
直
孝
が
創
設
に
尽
力
し
た
小
学
校
の
業
務
に
も
関
わ
り
だ
し
た

の
で
あ
っ
た
。

む
す
び
に
か
え
て

以
上
、
明
治
期
の
鳩
居
堂
・
熊
谷
家
に
つ
い
て
、
近
年
発
見
さ
れ
た
史
料
を
中
心
に
、
重
要
な
も
の
を
い
く
つ
か
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
以
下
の
諸
点
で
あ
る
。

ま
ず
第
一
に
、
熊
谷
直
恭
・
直
孝
父
子
に
比
し
て
、
そ
の
存
在
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
直
行
が
、
鳩
居
堂
の
経
営
維
持
に
果
た
し

た
役
割
で
あ
る
。
直
孝
の
甥
（
妹
の
子
）
だ
っ
た
直
行
は
、
家
督
を
継
い
だ
時
、
三
十
歳
代
に
な
っ
て
い
た
が
、
家
業
再
建
に
専
心
す

る
。
前
述
の
よ
う
に
、
鳩
居
堂
が
三
条
実
美
か
ら
秘
伝
の
薫
香
製
造
方
法
の
伝
授
を
受
け
た
の
も
直
行
の
時
代
で
あ
っ
た
。
先
代
直
孝

が
、
三
条
実
美
と
関
係
が
深
か
っ
た
長
州
藩
士
と
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
鳩
居
堂
が
家
業
に
お
い
て
宮
中
や

公
家
社
会
と
よ
り
深
い
関
係
に
な
る
の
は
、
直
行
の
代
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
以
降
、
鳩
居
堂
の
東
京
出
店
が

進
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
、
旧
公
家
ら
の
東
京
移
住
が
本
格
化
す
る
こ
と
と
無
縁
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

次
に
、
家
業
再
建
に
専
心
し
て
い
た
直
行
が
、
意
識
的
に
公
共
的
業
務
を
避
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
熊
谷
家
に
対

す
る
期
待
は
そ
れ
を
簡
単
に
は
許
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
直
行
が
取
っ
た
秘
策
が
、
幼
少
の
直
之
へ
の
家
督
相
続
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
遊
興
や
文
化
的
会
合
へ
の
勧
誘
は
回
避
で
き
、
各
種
選
挙
な
ど
政
治
的
活
動
に
関
与
す
る
条
件
も
満
た
さ
な
く
な
っ

た
。す

な
わ
ち
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
直
孝
死
後
も
熊
谷
家
は
目
立
た
な
い
な
が
ら
も
公
共
的
業
務
を
担
っ
て
い
た
と
推
測
し
て
い
た
が
、
直
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行
は
意
識
的
に
そ
れ
ら
を
避
け
、
家
業
再
建
に
専
心
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
家
業
再
建
に
あ
た
っ
て
は
、
先
代

の
遺
産
と
も
言
う
べ
き
三
条
実
美
と
の
親
密
さ
も
活
用
し
て
公
家
社
会
と
の
関
係
を
深
め
、
東
京
へ
の
進
出
も
果
た
し
た
。
い
わ
ば
、
町

人
社
会
の
中
で
公
共
的
業
務
を
率
先
し
て
担
い
、
私
財
を
投
じ
て
京
都
の
近
代
化
を
推
進
す
る
な
ど
、「
仁
風
」
を
体
現
し
て
い
た
直
孝

と
は
逆
に
、
家
業
再
建
を
最
大
の
使
命
と
し
て
、
公
共
的
業
務
の
忌
避
、
公
家
社
会
と
の
親
密
さ
の
強
調
、
東
京
へ
の
進
出
な
ど
を
実
行

し
た
の
が
直
行
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
鳩
居
堂
の
再
建
が
軌
道
に
乗
る
と
、
直
行
自
身
の
中
か
ら
も
公
共
的
業
務
を
担
う
べ
き
と
の
判
断
が
生
ま
れ
る
。
直
恭
の
場

合
、
そ
の
動
機
に
は
心
学
の
影
響
が
見
ら
れ
、
直
孝
に
も
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
受
け
継
が
れ
て
い
た
⒁
。
そ
れ
で
は
直
行
の
場
合
、
そ

れ
を
促
し
た
の
は
何
だ
っ
た
の
か
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注⑴

東
京
都
公
文
書
館
編
『
七
分
積
金
』
東
京
都
編
、
一
九
六
〇
年
、
吉
田
伸
之
『
近
世
巨
大
都
市
の
社
会
構
造
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一

年
、『
日
本
史
研
究
』
第
六
〇
三
号
特
集
「
畿
内
か
ら
見
た
幕
末
維
新
期
の
社
会
│
直
轄
都
市
を
中
心
に
│
」（
二
〇
一
二
年
）
な
ど
参
照
。

⑵

拙
稿
「
幕
末
維
新
期
の
都
市
社
会
」
宇
佐
美
英
機
・
薮
田
貫
編
『〈
江
戸
〉
の
人
と
身
分
１
都
市
の
身
分
願
望
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
、

同
「
嘉
永
の
施
行
に
お
け
る
町
の
役
割
」『
ヘ
ス
テ
ィ
ア
と
ク
リ
オ
』
第
一
〇
号
（
二
〇
一
一
年
）、
同
「
明
治
維
新
期
の
「
市
長
」」『
奈
良
史

学
』
第
２９
号
（
二
〇
一
二
年
）、
同
「
仁
風
の
思
想
」『
人
民
の
歴
史
学
』
第
一
九
三
号
（
二
〇
一
二
年
）、
同
「
幕
末
維
新
期
京
都
に
お
け
る
都

市
振
興
策
と
公
共
性
」『
日
本
史
研
究
』
第
六
〇
六
号
（
二
〇
一
三
年
）
な
ど
。「
明
治
維
新
期
の
「
市
長
」」
で
は
、
そ
の
限
界
に
つ
い
て
も
示

唆
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

⑶

前
掲
注
⑵
「
明
治
維
新
期
の
「
市
長
」」
参
照
。

⑷

拙
稿
「
京
都
公
民
会
と
都
市
商
工
業
者
」『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
』
第
五
九
号
（
二
〇
一
〇
年
）、
同
「
第
二
回
衆
議
院
議
員
選
挙
前
後
の

京
都
」『
同
志
社
談
叢
』
第
三
一
号
（
二
〇
一
一
年
）、
秋
元
せ
き
「
幕
末
・
明
治
期
京
都
の
「
豪
商
」
と
公
務
」『
日
本
史
研
究
』
第
六
〇
三
号

（
二
〇
一
二
年
）、
拙
稿
「
郡
区
町
村
編
制
法
と
京
都
」
高
木
博
志
編
『
近
代
日
本
の
歴
史
都
市
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
三
年
な
ど
参
照
。
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⑸
『
京
都
小
学
五
十
年
誌
』
京
都
市
役
所
、
一
九
一
八
年
、
五
七
〜
五
八
頁
参
照
。
明
治
維
新
前
後
に
は
、
直
行
（
久
兵
衛
）
が
小
学
校
設
立
以
外

に
も
「
東
京
遷
都
」
に
際
し
て
の
市
民
慰
撫
に
関
係
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
辻
ミ
チ
子
『
転
生
の
都
市
・
京
都
』
阿
吽
社
、
九
九
、
一
一

一
〜
一
一
二
頁
）。

⑹

同
家
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
何
度
か
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
以
下
は
、
二
〇
一
五
年
六
月
一
六
日
の
聞
き
取
り
を
も
と
に
、
筆
者
が

推
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
事
実
誤
認
が
あ
れ
ば
、
筆
者
の
責
任
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

⑺

熊
谷
純
三
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
直
行
と
後
妻
た
づ
と
の
間
の
子
は
頼
山
陽
や
江
馬
天
江
の
孫
の
世
代
と
縁
組
み
し
て
お
り
幕
末
以
来
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

⑻

こ
の
文
書
は
二
通
が
一
巻
に
表
装
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
は
奈
良
大
学
文
学
部
史
学
科
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
槇
村
が
三
条
に
京
都
博
物
館
扁
額

の
揮
毫
を
依
頼
し
た
の
は
一
八
七
七
年
一
二
月
一
二
日
で
あ
っ
た
（
京
都
府
庁
文
書
５
６
３
│
５
２
に
雛
形
あ
り
、
京
都
国
立
博
物
館
編
『
京
都

国
立
博
物
館
百
年
史
』
京
都
国
立
博
物
館
、
一
九
九
七
年
、
三
一
一
頁
参
照
）。

⑼

宮
内
庁
『
明
治
天
皇
紀
』
第
四
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
〇
年
、
三
五
三
〜
三
五
五
頁
参
照
。

⑽

鳩
居
堂
の
Ｈ
Ｐ
（http

://w
w
w
.kyukyodo.co.jp/about/history.htm

l#no04

）
参
照
（
二
〇
一
五
年
九
月
二
二
日
閲
覧
）。

⑾

京
都
市
文
化
市
民
局
文
化
財
保
護
課
編
『
一
枚
の
写
真
』
京
都
市
文
化
市
民
局
文
化
財
保
護
課
、
一
九
九
九
年
、
一
二
頁
。

⑿
「
日
記
」
一
八
九
二
年
一
一
月
二
七
日
条
の
後
に
記
さ
れ
た
記
事
。

⒀

平
安
遷
都
千
百
年
紀
念
祭
の
準
備
経
過
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
都
市
祭
典
と
政
治
」『
日
本
史
研
究
』
第
五
二
三
号
（
二
〇
〇
六
年
）
参
照
。

⒁

前
掲
注
⑵
拙
稿
「
幕
末
維
新
期
京
都
に
お
け
る
都
市
振
興
策
と
公
共
性
」
参
照
。

付
記

小
文
は
、
二
〇
一
五
年
七
月
一
五
日
に
同
志
社
大
学
で
開
催
さ
れ
た
文
化
学
会
総
会
で
の
報
告
「
幕
末
維
新
期
の
鳩
居
堂
」
の
一
部
で
あ
る
。

ま
た
、
科
学
研
究
費
研
究
課
題
「
近
代
日
本
に
お
け
る
都
市
制
度
形
成
過
程
の
総
合
的
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て

お
き
た
い
。
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